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ごあいさつ 「特性」に合わせた支援 

 子どもたちにはそれぞれの特性があり、これが個性です。特性には凸凹がありますが、それが大きすぎると学習

や生活に支障が出ることがあります。本人は一生懸命なのですが特性が邪魔して、うまくできなかったり理解でき

なかったりする事があります。そんなとき、「何でできないの？」「何回言ったらわかるの？」と言われても、脳の特性

の問題であり、根性で解決できることではないので困ってしまいます。 

本人が学びやすくなったり生活しやすくなったりするようにするためには、本人の特性をしっかりと理解し（メタ認

知）、それに合った言葉かけや指導をすることが大切です。叱っても良くはなりません。やる気をなくさせるだけで

す。 

特性を客観的に知る方法としてよく使用される検査に、WISC-Ⅴ(2021)という知能検査があります。以下に、

この検査でわかる全検査指標と五つの特性をご紹介します。 

◎全検査 IQ：全般的な認知発達水準。言い換えると知識や知覚、推理、記憶、学習、作業などの能力が推定され

ます。頭がよいとか悪いとかを判断する物ではありません。あくまでも全体的な能力の強み弱みの指標です。勉強

ができない＝IQが低いではありません。平均は 100 になります。 

①言語理解：言語的な情報や自分自身がもつ言語的な知識を、状況に合わせて応用する能力 

②視空間：目から入った情報を脳で関係性を処理し、全体像を把握する能力 

③流動性推理：推理力や応用力を用いて、柔軟に新規な課題を解く能力 

④ワーキングメモリー：注意を持続させて聴覚情報や視覚情報を正確に取り込み、記憶する能力 

⑤処理速度：視覚的な情報を事務的に素早く、正確に書き、選別、処理していく能力 

 できないことはすぐ目につき、がんばれがんばれと励ましてやらせようとします。しかし、できないのはやらないから

ではなく、能力特性が関係してできないことが多いのです。健康診断の時には異常がなくても血液検査をして、体

の健康状態を把握しますが、知能検査は脳機能の働き具合を調べる物です。この検査を受けると、見ているだけで

はわからなかった脳の働きがわかってきます。WISC-Ⅴを行うことにより、本人の特性がわかり、困りごとの原因が

わかります。指導や支援の基本は、強みの能力を活用することです。それにより、子どもは「できる」「わかる」の経

験をしやすくなり、自信につながり、やる気が出てくるのです。学校での指導法にも活かせます。 

 お子様の力を最大限発揮させるためには、まずはお子様の能力特性を把握されることを勧めします。脳の働き方

の問題ですから、外から見ていただけでは正しく把握することは難しいのです。 

 特性や指導法について詳しくお知りになりたい方は、スクールカウンセラーにご相談ください。 

 

教育相談の申し込み方法 

直接またはお電話で、副校長・担任・養護教諭・スクールカウンセラーにお申込み下さい。 

または、教育相談申込票にご記入の上直接相談室前のそうだんポストにお入れください。 

関町北小学校 電話：０３－３９２０－１０２７ 

 相談枠：①9:35 ②10:40 ③11:30 ④13:40 ⑤14:30 ⑥15:30 ⑦16:30 

     1 回 45 分が基本です。枠外は、ご相談ください。 勤務時間：9:30～18：00 

７月・９月の出勤予定日 主に金曜日ですが、会議の関係で月曜日の場合もあります。 

７月７日（金），１０日(月) 

９月８日（金），１５日(金),２２日(金) ,２９日(金) 

練馬区立関町北小学校スクールカウンセラー 曽我部 和広 


